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昭
和
四
十
七
年
(
-
九
七
二
年
）
よ
り
二
十
四
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

大
阪
大
学
文
学
部
に
お
い
て
倫
理
学
を
講
じ
て
こ
ら
れ
た
塚
薪
智
先
生

は
、
平
成
八
年
三
月
を
も
ち
ま
し
て
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

塚
薪
智
先
生
は
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
に
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
西

洋
哲
学
史
専
攻
）
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
（
哲
学
専
攻
）
に
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
同
修
士

課
程
を
修
了
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
に
同
博
士
課
程
を
単
位
取
得
、
退
学

さ
れ
ま
し
た
。
翌
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
茨
城
大
学
文
理
学
部
に
講
師
と

し
て
着
任
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
に
は
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
四
十
二
年
六
月
に
は
、
茨
城
大
学
文
理
学
部
の
改
組
に
と
も
な
い
同
大

学
人
文
学
部
に
配
箇
換
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
四

月
、
大
阪
大
学
文
学
部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
以
来
、
文
学
部
倫

理
学
講
座
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
八
月
に
は
教
授
に

昇
任
、
さ
ら
に
平
成
七
年
度
よ
り
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
の
改
組
に
と
も

な
い
文
学
部
人
文
学
科
哲
学
講
座
（
倫
理
学
専
攻
）
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
春
、
定
年
退
官
の
の
ち
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま

し
た
。塚

埒
先
生
は
こ
の
間
、
西
洋
哲
学
、
と
く
に
倫
理
学
・
西
洋
倫
理
学
史

の
研
究
に
従
事
さ
れ
、
カ
ン
ト
倫
理
学
、
英
国
近
泄
倫
理
学
史
の
分
野
で

き
わ
め
て
緻
密
な
研
究
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
生
の
教
育
と

講
座
の
充
実
•
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
優
秀
な
後
進
を
指
導
・
育

成
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

塚
薪
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
研
究
の
第
一
の
柱
と
な
る
の
は
、
ホ
ッ
ブ

ズ
か
ら
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
へ
て
J
.
S
・
ミ
ル
に
い
た
る
英
国
近
世

の
道
徳
哲
学
の
流
れ
、
自
然
法
思
想
か
ら
功
利
主
義
思
想
へ
と
大
き
く
転

換
し
て
ゆ
く
そ
の
流
れ
を
、
同
時
代
の
宗
教
思
想
や
歴
史
思
想
の
展
開
を

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
再
構
成
し
、
総
括
す
る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

面
の
研
究
は
き
わ
め
て
綿
密
か
つ
体
系
的
な
も
の
で
、
前
任
者
、
岸
畑
豊

名
誉
教
授
の
英
国
近
世
倫
理
学
史
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
業
績
と
と
も

に
、
本
学
哲
学
科
（
現
、
哲
学
講
座
）
が
全
国
に
誇
る
大
き
な
特
色
の
一

塚

寄

智

教

授

の

ご

退

官

に

寄

せ

て

鷲

田

清

.
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つ
で
あ
る
英
国
近
世
哲
学
・
倫
理
思
想
研
究
の
伝
統
を
築
き
上
げ
た
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

第
二
の
柱
と
し
て
は
、
西
洋
近
泄
の
哲
学
思
想
の
―
つ
の
核
と
も
い
え

る
カ
ン
ト
哲
学
・
倫
理
学
の
研
究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
塚
埒
先

生
は
、
修
士
論
文
か
ら
日
本
カ
ン
ト
協
会
で
の
最
近
の
発
表
ま
で
、
一
貫

し
て
、
カ
ン
ト
の
思
想
を
、
理
論
哲
学
の
分
野
と
実
践
哲
学
の
分
野
の
両

面
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
研
究
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ト
が
生

前
に
公
刊
し
た
最
後
の
著
作
『
実
際
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
』
の
翻
訳

は
、
そ
の
長
文
の
解
説
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
長
年
の
研
究
の
蓄
積
に
裏

打
ち
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ま
も
多
く
の
哲
学
研
究
者
・
一
般
読
者
に
よ
っ

て
読
み
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
第
三
の
柱
と
な
る
の
が
、
欧
米
の
現
代
倫
理
学
の
研
究
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
関
連
文
献
を
塚
埒
先
生
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
研
究
・
紹
介
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
の
主
著
『
実
践

の
倫
理
』
を
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
た
い
へ
ん
に
大
き
い
と
言
え
ま

す
。
倫
理
学
研
究
の
な
か
で
も
と
く
に
応
用
倫
理
学

(
a
p
p
l
i
e
d
ethics) 

は
、
現
在
、
新
し
い
研
究
領
域
と
し
て
の
み
な
ら
ず
社
会
的
要
請
と
い
う

点
で
も
重
要
性
を
帯
び
る
一
方
で
あ
り
ま
す
が
、
シ
ン
ガ
ー
の
こ
の
著
作

は
そ
の
領
域
で
必
読
の
基
本
文
献
と
し
て
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
も
の
だ
か

ら
で
す
。
塚
薪
先
生
は
ま
た
近
年
、
そ
の
応
用
倫
理
学
の
な
か
で
も
生
命

倫
理

(bioethics)

の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
『
生
命
倫
理
の
現

在
』
と
い
う
論
文
集
を
編
ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
向
け
の
講
座
に
お
い

て
生
命
倫
理
を
講
じ
た
り
、
本
学
医
学
部
倫
理
委
員
会
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
社
会
的
に
緊
急
性
を
も
つ
こ
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
塚
埒
先
生
の
研
究
業
績
は
、
英
国
古
典
経
験
論
に
み
ら

れ
る
道
徳
哲
学
と
政
治
思
想
の
研
究
、
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究
、
現
代
倫
理

学
の
研
究
と
紹
介
、
生
命
倫
理
学
へ
の
取
り
組
み
と
多
方
面
に
わ
た
る
も

の
で
、
そ
の
一
っ
―
つ
が
豊
か
な
学
識
と
鋭
い
洞
察
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

優
れ
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
関
係
学
会
に
も
多
大
な
知
的
刺
激
を
与
え
続

け
て
き
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

塚
醤
先
生
は
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
基
盤
と
し
て
、
全
国
規
模
の
学

会
活
動
に
お
い
て
も
重
要
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

わ
が
国
に
お
け
る
英
国
近
世
哲
学
・
倫
理
学
史
な
ら
び
に
カ
ン
ト
研
究
に

お
い
て
は
つ
ね
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
の

理
事
な
ら
び
に
日
本
カ
ン
ト
協
会
の
委
員
を
長
く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
日
本
哲
学
会
の
編
集
委
員
、
関
西
哲
学
会
の
委
員
、
関
西

倫
理
学
会
の
委
員
な
ら
び
に
編
集
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
哲
学
・
倫
理
学

界
の
発
展
な
ら
び
に
後
進
の
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
は
、
関
西
倫
理
学
会
委
員
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

塚
薪
先
生
は
、
学
内
で
も
、
こ
れ
ま
で
大
阪
大
学
評
議
員
、
文
学
部
長
、

大
学
院
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

本
学
の
管
理
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
塚
醤
智
先
生
は
、
専
門
の
ご
研
究
の
み
な
ら
ず
、
後
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進
の
指
導
育
成
に
誠
心
誠
意
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
運
営
に
お
い

て
も
労
を
惜
し
ま
れ
ず
、
大
阪
大
学
で
の
研
究
・
教
育
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
が
受
け
た
そ
の
測
り
知
れ
な
い
学
恩
に
、
こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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